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研究背景 /目的・意義

研究方法

結果・考察

今後の展望

色素増感太陽電池（DSSC）とは近年注目を集めて
いる太陽電池である。DSSCはその名の通り色素を
使い、ハイビスカスの色素を使うことが多い。しかし、
ハイビスカスは高コストである。そこでハイビスカスに
代わる安価な色素を使って同等以上の性能の色素
増感太陽電池を作成することを目指した。

・さらに実験回数を増やして、より信頼性のあるデータを
得る。
・デルフィニジンを多く含む他の果物でも実験をして、同

様の結果になるか確かめる。　　　　　　　　
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・異なる種類のアントシアニンを使って電池を作り、発電電　力量の
違いを調べる。
・電池に使う色素だけを変える対照実験を行う。
・各色素ごとに3回実験を行い、電力量の平均を求める。

ブルーべリー ハイビスカス

色素増感太陽電池の作り方

①酸化チタン粉末とポリエチレングリコールを質量比2:3で　混ぜ、
それを導電性ガラスに塗る。

各種アントシアニンの含有割合

②塗り終えたガラス　を
400℃で焼く。
③ガラスに色素を吸　
着させ、黒鉛とヨ　ウ素
溶液を塗る。
このガラス2枚を重ね合
わせて電池完成

デルフィニジン　青
シアニジン　赤
ペラルゴジニン　黄
その他　緑

いちご

実際に作った電池

ぶどう

各植物に含まれている
デルフィニジンの含有割
合を見比べると、ブルー
ベリーが一番含まれて
いるとわかる。
右のグラフより相関があ
るとは言えない。（サンプ
ル数の少なさも関係して
いる）
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デルフィニジン含有割合％

上の3つのグラフから電力量が一番大きいのも、デルフィニジン
含有割合が一番なのもブルーベリーだということがわかる。だ
が、デルフィニジンの含有割合もブルーベリーに引けを取らない
ハイビスカスの電力量がブルーベリーに比べて、圧倒的に小さく
なった。しかし、他と比べて、ブルーベリーそのものに入っている
アントシアニンの量が多いことが参考文献によりわかった。その
ため、このような結果を示したと考えられる。

色素を吸着中
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